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本⽇の流れ

1. 北海道胆振東部地震の被害状況等について

2. 被災地等での外国語対応について

3. 北海道が実施した外国⼈観光客対応について
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1. 北海道胆振東部地震の被害状況等について
平成30年北海道胆振東部地震の概要
平成30年9⽉6⽇3時７分、胆振地⽅中東部でマグニチュード6.7の地震が発⽣し、
厚真町で震度７、安平町、むかわ町で震度6強、札幌市東区、千歳市、⽇⾼町、
平取町で震度6弱を観測した
地震の概要

【震度分布図】9⽉6⽇3時7分の
地震M6.7（最⼤震度7） 【⽇別地震回数】
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２．被災地等での外国語対応について



２．被災地等での外国語対応について
厚真町
・避難所設置数 １３カ所
・外国⼈避難者 なし
・多⾔語表記等 なし

むかわ町
・避難所設置数 １７カ所
・外国⼈避難者 なし
・多⾔語表記等 なし

安平町
・避難所設置数 １０カ所
・外国⼈避難者 なし
・多⾔語表記等 なし



◎ 厚真町地域防災計画
・外国⼈に対する対策
⾔語・⽣活習慣・防災意識の異なる外国⼈をいわゆる「災害時要配慮者」として位置付け、災害発⽣時に迅速かつ的確な⾏動がとれるよう、次のような

条件・環境づくりに努めるとともに、防災対策についての周知を図る。

◎ むかわ町地域防災計画
・外国⼈に対する対策
町は、⾔語・⽣活習慣・防災意識等の異なる外国⼈を要配慮者として位置付け、災害発⽣時に迅速、かつ、的確な⾏動がとれるよう、次のような条件・

環境づくりに務める。
（１）多⾔語による広報の充実
（２）避難場所・道路標識等の災害に関する表⽰板の多⾔語化
（３）外国⼈を含めた防災訓練及び防災教育の実施

◎ 安平町地域防災計画
・外国⼈に対する対策
町は、わが国とは異なる⾔語や⽂化、⽣活習慣及び防災意識を持つ外国⼈を、いわゆる「要配慮者」と位置づけ、災害発⽣時に迅速かつ安全な⾏動がと

れるよう、次のような条件及び環境づくりに努めるとともに、外国⼈登録等様々な機会をとらえて防災対策についての周知を図るものとする。
（１）多⾔語による広報の充実
（２）避難場所、道路標識等の災害に関する表⽰板の多⾔語化
（３）外国⼈を含めた防災訓練及び防災教育の実施



マンパワー不⾜
・防災計画の多⾔語化事務が煩雑
・⾔語能⼒を有する職員がいない

予算不⾜
・福祉など他施策との関係、優先順位

その他
・ニーズの少なさ
・地域在住外国⼈には技能実習⽣が多く、受⼊⺠間
企業において対応している

被災３町における多⾔語化への課題等



外国⼈向け避難所の設置
新千歳空港ターミナルビルの閉鎖、ＪＲの運休に伴い、エージェントや領事

館より、⾏き場を失った外国⼈観光客の受け⼊れに関する問い合わせが多数寄
せられたため市内３カ所に観光客⽤避難所設置を決定。
※外国⼈専⽤ではない ９／６〜９／９までの４⽇間
避難者数
韓国 ７８名、台湾 ２３名、中国 ７４名、タイ ４４名、オーストラリア ２３名、

⽶国 ５名、シンガポール ２０名、その他 ７２名 計 ３３９名
通訳の配置
千歳ボランティア通訳クラブ ５名、観光連盟 ２名、市職員 ３名

千歳市



多⾔語表記
千歳市



多⾔語表記
千歳市



対応の課題
全市⺠が被災者であることから、市⺠のボランティアに頼ることもできず、

市職員も避難所対応等で⼈材の確保ができなかった。
良かった点
避難所内で⽇本語を理解できる外国⼈に呼びかけ、周知⽂の翻訳や同国⼈へ

の説明などの協⼒を得られるなど、⼤きな混乱を避けることができた。
平常時の対応
・指定避難所ごとに多⾔語表⽰シートを配備（⽇本語、英語、中国語、韓国語）
・指定避難所及び指定緊急避難所看板を２カ国語で表⽰（⽇本語、英語）

千歳市



３．北海道が実施した外国⼈観光客対応について



電話による外国⼈相談窓⼝の設置（英語、韓国語、中国語）
相談件数 ９／６ 延べ１００件

９／７ 延べ２９０件
９／８ 延べ ３０件

※６⽇、７⽇の勤務時間外は英語のみ、８⽇は終⽇英語のみ対応

在札外国公館との情報交換・⽀援
観光客の多い韓国総領事館などと協⼒し、外国⼈観光客対応を⽀援



課 題
・相談窓⼝は⼤規模停電により市町村の対応機能が損なわれた状況での臨時的な対応であり、
今後同様に実施するかは要検討

・災害発⽣時の関係機関との連携⽅法、役割分担があいまいだった
・外国⼈が必要とする情報の効率的な収集と、得た情報を整理したうえでの効果的な発信が
必要と感じた

・外国⼈の死傷者が出た場合の情報伝達ルートの確認

今後のイメージ
・災害発⽣時における関係機関等との連携、役割分担の検討
・外国語翻訳会社等との連携の検討
・関係機関連絡先⼀覧の整備、更新
・外国⼈が必要とする情報の想定、端的な集約、ツイッター等の活⽤検討 など



ご静聴ありがとうございましたm(_ _)m


